
相
続
手
続
を
応
援
し
ま
す
！

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」

平
成
29
年
５
月
29
日
か
ら
、
全
国
の

法
務
局
で
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度

は
、
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る
の
か

を
登
記
官
が
証
明
す
る
制
度
で
す
。

相
続
手
続
で
は
、
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
の
戸
籍
謄
本
等
の
束
を
、

相
続
手
続
を
取
り
扱
う
各
種
窓
口
に

何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、

登
記
所
（
法
務
局
）
に
戸
籍
謄
本
等

の
束
と
相
続
関
係
を
一
覧
に
表
し
た

図
（
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
）
を
提

出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
登
記
官
が

審
査
し
て
そ
の
一
覧
図
に
認
証
文
を

付
し
た
写
し
を
「
無
料
」
で
必
要
な

通
数
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿
屋
支
局

☎
０
９
９
４
‐
43
‐
６
７
９
０

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

令
和
３
年
１
月
１
日
付
で
、
牧
原
剛

さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
に
再
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
（
法
務
大
臣
委
嘱
）。
人

権
擁
護
委
員
は
、
法
務
局
と
と
も
に

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
人
権
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ

て
い
ま
す
。
錦
江
町
で
は
隔
月
等
で

お
知
ら
せ

65
歳
に
な
っ
た
と
き

「
老
齢
基
礎
年
金
」

　

国
民
年
金
を
10
年
以
上
納
付
し
た

方
が
65
歳
か
ら
受
け
取
れ
る
老
後
の

た
め
の
年
金
で
す
。

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

「
障
害
基
礎
年
金
」

　

国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
ケ

ガ
が
原
因
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の

た
め
の
年
金
で
す
。

※
20
歳
前
に
発
生
し
た
障
害
も
支
給

対
象
に
な
り
ま
す
。

一
家
の
大
黒
柱
が
亡
く
な
っ
た
と
き

「
遺
族
基
礎
年
金
」

　

国
民
年
金
に
加
入
中
の
方
が
亡
く

な
っ
た
と
き
の
遺
族
の
た
め
の
年
金

で
す
。
原
則
、「
18
歳
未
満
の
子
の

あ
る
配
偶
者
」
と「
18
歳
未
満
の
子
」

が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

◉
生
涯
に
わ
た
っ
て
受
け
取
れ
ま
す
。

あなたをずっと支え続けるための国民年金

国民年金は想定外のリスクに

対応できる「国の保険」です

住 民 税 務 課　☎ 0994-22-3039
住 民 生 活 課　☎ 0994-25-2511
鹿屋年金事務所　☎ 0994-42-5121

◉
物
価
変
動
な
ど
の
経
済
変
化
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

◉
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
免
除
・

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶

予
申
請
書
」

　

令
和
２
年
７
月
分
か
ら
令
和
２
年

10
月
分
の
い
ず
れ
か
の
国
民
年
金
保

険
料
が
未
納
の
方
で
、
令
和
元
年
に

お
け
る
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の

所
得
金
額
、
扶
養
情
報
に
よ
り
全
額

免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
に
該
当
す
る

と
見
込
ま
れ
る
方
に
日
本
年
金
機
構

よ
り
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

免
除
申
請
が
お
済
で
な
い
方
、
記
入

方
法
等
わ
か
ら
な
い
方
は
、
役
場
年

金
係
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
場
合
、
令
和
２
年
２
月
分

以
降
の
保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ

る
特
例
措
置
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

月
額
は
１
６
，
６
１
０
円
で
す

　

口
座
振
替
及
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
６
カ
月（
４
月
～
９
月
分
）

１
年
及
び
２
年
前
納
の
お
申
込
み
期

限
は
、
令
和
３
年
２
月
末
で
す
。

　

前
納
額
や
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
鹿
屋
年
金
事
務
所
・
役
場

年
金
係
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

鹿
屋
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
４
‐
42
‐
５
１
２
１

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
は
解
決
で

き
な
い
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

錦
江
町
人
権
擁
護
委
員

大
根
占
地
区　

原
口
照
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　

番
園
多
志
子

田
代
地
区　
　

牧
原
剛
さ
ん

問
住
民
税
務
課　

住
民
チ
ー
ム

☎
０
９
９
４
‐
22
‐
３
０
３
９

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

令
和
３
年
度
の
県
営
住
宅
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
住
宅

タ
ウ
ン
コ
ー
ト
城
元
団
地

募
集
期
間　

２
月
１
日
～
２
月
26
日

抽
選
日　
　

３
月
９
日

問
株
式
会
社
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動
産

☎
０
９
９
４
‐
40
‐
９
６
２
０

放
送
大
学
の
入
学
生
を
募
集
し
ま
す

放
送
大
学
で
は
４
月
入
学
生
を
募
集

し
ま
す
。
心
理
学
や
福
祉
、
経
済
、

歴
史
、
文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な

ど
３
０
０
を
超
え
る
幅
広
い
授
業
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
放
送
大
学
鹿
児
島

☎
０
９
９
‐
２
３
９
‐
３
８
１
１

照
葉
樹
の
森
イ
ン
ベ
ン
ト
案
内

照
葉
樹
の
森
で
は
自
然
を
満
喫
で
き

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
工
作
教
室
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
ご
家
族

や
お
友
達
と
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

1
椎
茸
コ
マ
打
ち
体
験
教
室
（
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
）
２
月
28
日
日

2
月
例
登
山
会
（
白
山･

横
岳
）

３
月
14
日
日

3
自
然
体
感
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
陣
ノ

岡
～
横
尾
岳
）
３
月
28
日
日

※
参
加
費
、
応
募
期
間
な
ど
イ
ベ
ン

ト
の
詳
細
は
、
照
葉
樹
の
森
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
照
葉
樹
の
森
管
理
事
務
所

☎
０
８
０
‐
６
４
１
７
‐
６
５
１
８

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
国
人
材
受
入

支
援
事
業
費
補
助
金
の
ご
案
内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
水
際
対
策

と
し
て
国
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
入

国
後
の
14
日
間
の
待
機
な
ど
、
外
国

人
技
能
実
習
生
等
を
受
け
入
れ
る
に

当
た
っ
て
、
受
入
事
業
者
が
追
加
的

に
負
担
す
る
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
事
業
者

外
国
人
材
を
鹿
児
島
県
内
の
事
業
所

で
雇
用
す
る
ま
た
は
雇
用
す
る
予
定

の
事
業
者

補
助
対
象
経
費

次
に
掲
げ
る
経
費
の
う
ち
、
令
和
２

年
７
月
29
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
19

日
ま
で
の
間
に
、
外
国
人
材
の
入
国

が
完
了
、
ま
た
は
帰
国
前
に
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
完
了

し
、
か
つ
令
和
３
年
３
月
19
日
ま
で

に
補
助
事
業
者
に
お
い
て
支
払
い
が

問 鹿児島県立 南大隅高校　☎ 0994-24-3155

１月１３日、東京大学と南大隅町の連携事業である
フィールドスタディ型政策協働プログラムの地域交
流会がオンラインで行われました。本校３年生４名
が南大隅町の魅力や都市部のイメージなど、移住
定住について意見を交換。参加した生徒からは「南
大隅町について考える機会となり、改めて南大隅町
の魅力を発見するとともに、都市部との違いを知
り、いい話し合いが出来た。」と感想がありました。

令和２年度９月より、本校にバレーボール愛好会が
発足しました。部員は１年生３名で活動しています。
団体人数には達していませんが、地域の中学校や、
他の高校との合同練習を行っています。また、１月
２３日から他校との合同チームで県新人大会に出場
するなど、日々目標を持って活動しています。来年
以降の南大隅高校での単独出場に向け、地域での
活動や部員勧誘にも力を入れていきます。

毎月、南大隅高校が発行している「南大隅高校だより」
から、一部の記事を抜粋して掲載しています。

南大隅高校だより広報きんこう版
2021.2.10 発行

2枠 10x8.7

MIRAI寺子屋塾スタッフ募集！

TEL：０３－６３８０－４３３５

詳しくは、VQS株式会社 募集担当まで

スタッフ募集広告をみましたとお伝えください。
担当者より折り返しご連絡いたします。

勤務地 田代小学校・大根占小学校
他町内施設

時給 800円～（福利厚生あり）

勤務時間 16時～21時30分

東大の学生とオンラインで地域交流会

１年生３人がバレーボール愛好会を発足
マイナンバーカードの電子証明書とは

　電子証明書には、署名用電子証明書と
利用者証明用電子証明書の二種類があり
ます。署名用電子証明書は、氏名・住所・
生年月日・性別の情報が搭載され、イン
ターネット等で電子文書を作成送信する
際に使用するものです。
　次に、利用者証明用電子証明書ですが、
こちらはマイナポイントの申請等で使い
ます。インターネットサイトやコンビニ
等に設置してある情報端末等にログイン
する際に利用するものになります。また、
ログインした者が利用者本人であること
を証明できます。なお、15歳未満
の方及び成年被後見人である方は、
署名用電子証明書を取得すること
ができず、利用者証明用電子証
明書のみ取得は可能です。
問住民税務課 22-3039
　住民生活課 25-2511

な
さ
れ
た
も
の
（
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
除
く
。）

1
外
国
人
材
が
日
本
へ
の
入
国
後
に

要
請
さ
れ
る
14
日
間
の
待
機
期
間
中

の
宿
泊
費

2
外
国
人
材
が
帰
国
前
に
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
お
よ
び

陰
性
証
明
書
発
行
費

補
助
金
額

1
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内

(

１
人
当
た
り
上
限
10
万
円)

2
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内

(

１
人
当
た
り
上
限
３
万
円)

右
記
1
・
2
を
合
わ
せ
て
１
事
業
者

当
た
り
上
限
１
０
０
万
円
。

申
請
期
限

 

３
月
19
日
金　

午
後
５
時
必
着

問
県
庁
外
国
人
材
受
入
活
躍
支
援
課

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
３
２
０

自
動
車
の
住
所
な
ど
の
変
更
手
続

引
越
し
や
結
婚
な
ど
で
住
所
や
氏
名

が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
納
税
通
知
書

を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
も
、

つ
ぎ
の
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

変
更
登
録
▼
必
要
書
類
に
つ
い
て

は
、
鹿
児
島
運
輸
支
局
ま
た
は
奄
美

自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
８
９
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